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                          Abstract 

A phylosociological study on the lucidophyllous forests in Japan was made on the following 

standpoints. 

 1 The lucidophyllous forests throughout Japan were composed of 1063 species  (incl. subspecies 

and varieties). 

 2 Iriomotejima Island, Okinawajima Island, Amamioshima Island, Yakushima Islands and 

southern Kyushu were recognized the distribution center of the component species. 

3 The component species were classified into eight groups of the geographical distribution. 

4 The distributional responses of the component species along the  environmental gradients were 

examined based on the direct gradient analysis. 

5 The correlation between number of component species and area of islands in the Nansei  Ialands 

was related by a highly significant linear regression. 

6 The geographical distribution of the component species was studied from the viewpoint of the 

refuge during the maximum stage of the last glacial and the migration from the refugia during the 

postglacial period. 
 7 The number of component species of fragmented lucidophyllous forests preserved in the 

precincts of shrines and temples had a high positive correlation with the area. 
As a result, it was ascertained that the class Camellietea japonicae included the following three 

orders, seven alliances and twenty five associations which were recognized natural vegetation. 

Camellietea japonicae Miyawaki et Ohba 1963 

I Psychotrio-Castanopsietalia lutchensis Hattori et Nakanishi 1983 

  1 Psychotrio-Castanopsion lutchensis Miyawaki et al. 1971  

(  i  ) Adinandro yaeyamensis-Castanopsietum lutchensis Miyawaki et al. 1971 

   (ii) Osmantheto-Pleioblastetum linearis Suzuki 1979 

      Illicio anisati-Castanopsietum lutchensis Miyawaki et al. 1971 

   (iv) Ilici  dimorphophyllae-Symplocosetum confusae Suzuki 1979  

(  v  ) Lasiantho-Castanopsietum lutchensis Miyawaki et Ohba 1963 

 2 Psychotrio manilensis-Diospyrion maritimae Niiro et al. 1974 

II Ardisio-Castanopsietalia sieboldii (Miyawaki et al. 1971) Hattori et Nakanishi 1983 

 1 Castanopsion sieboldii Suzuki 1952  

(  i  ) Hydrangeo-Castanopsietum sieboldii Ohno et al. 1963 

   (ii) Myrsino-Castanopsietum sieboldii Suzuki 1951 

 (iii) Symploco lucidae-Castanopsietum sieboldii Nakanishi et al. 1979
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   (iv) Symploco glaucae-Castanopsietum sieboldii Miyawaki et al. 1971 

 (v  ) Photinio-Castanopsietum cuspidatae Nakanishi et al. 1973 

   (vi) Arachniodo-Castanopsietum sieboldii Miyawaki et al. 1971 

   (vii) Carici-Castanopsietum sieboldii Ohba 1971 

   (viii) Ardisio-Castanopsietum sieboldii Suzuki et Hachiya 1951 

   (ix)  Epimedio-Castanopsietum  sieboldii Hattori et  al. 1979 

 2 Machilion thunbergii (Suzuki 1966) stat. nov.  

(  i  ) Arisaemato ringentis-Machiletum thunbergii Miyawaki et al. 1971 

   (ii) Polysticho-Machiletum thunbergii Suzuki et Wada 1949 

 3 Cleyero-Quercion salicinae (Suganuma 1965) Miyawaki et Suzuki 1975 

   ( i )  Illicio-Distylietum racemosum Suzuki 1951 

   (ii) Cleyero-Quercetum salicinae Suzuki et Wada 1949 

   (iii) Aucubo-Quercetum salicinae Sasaki 1958 

   (iv) Daphniphyllo-Trochodendretum aralioidis Ohba 1971 

 4 Pittosporion tobira  Nakanishi et Suzuki 1973  

(  i  ) Planchonello-Litseetum japonicae Miyawaki et al. 1974 

   (ii) Crepidiastro-Cinnamometum daphnoidis Nakanishi et Nakagoshi 1975 

   (iii) Pittosporo-Quercetum phillyraeoidis Suzuki et Hachiya 1951 

   (iv)  Cyrtomio-Litseetum  japonicae Miyamoto 1963 

 (v  ) Euonymo-Pittosporetum tobira Miyawaki et  al. 1971 

III  Boninio-Machiletalia boninensis Ohba et Suganuma 1977 
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は じめ に

日本の照葉樹林の植物社会学的研究は相沢陽一,藤 原

一絵,服 部 保,福 嶋 司,今 井 勉,伊 藤秀三,上 條

隆志,香 室昭円,河 野耕三,小 林圭介,南 川 幸,宮 城

康一,宮 本 厳,宮 脇 昭,中 西弘樹,中 西 哲,新 納

義馬,野 本宣夫,大 場達之,大 野照好,奥 富 清,佐 々

木好之,里 見信生,清 水寛厚,塩 見隆之,菅 沼孝之,須

股博信,鈴 木邦雄,鈴 木時夫,田 川日出夫,寺 田仁志,

山中二男,矢 野悟道,矢 頭献一などの多 くの研究者によっ

て群落単位がまとめられ,鈴 木時夫,宮 脇 昭,服 部

保の各々による照葉樹林の群落体系 も発表 された.多 く

の群集や上級単位が記載 されたのは1960年 代か ら1980

年代にかけてであり,そ の後は照葉樹林の植物社会学的

研究は減少 し,新 たな体系 も発表 されていない.1980年

代以降,最 近までの約30年 間は植物社会学的研究は少な

かったものの,照 葉樹林構成種に関する植物分類学上の

新たな成果がたくさん発表され,ま た照葉樹林の自然性･

分布･種 多様性･成 立要因･植 生遷移に関する研究,照

葉樹林構成種の全体像や生活形組成に係わる研究,孤 立

化 した照葉樹林の種数 一面積関係の研究,照 葉樹林の着

生植物にっいての研究などによる多 くの成果が集積 して

いる.

本論文では,第 一段階として照葉樹林や照葉樹林構成

種に係わる多 くの成果を収集 し,照 葉樹林構成種の種多

様性,種 多様性の維持要因,シ イ･カ シ･タ ブ林の成立

要因,照 葉樹林構成種の分布要因などを明らかにして,

照葉樹林の群落体系を修正す るための基礎的な情報をま

とめた.

第二段階として既発表の群集および上級単位を一覧表

にまとめ,ま た照葉樹林にっいての3っ の群落体系の改

訂状況を整理 した.

第三段階として,第 一,二 段階の情報をもとに照葉樹

林の群落体系を修正 した.以 上の結果を報告する.

調 査 方 法

1照 葉樹林構成種

川 調査概要

照葉樹林構成種の種多様性,地 理的分布などにっいて

既発表論文を もとに検討 し,そ れ らをとりまとめた.

(2)照 葉樹林構成種数

服部･南 山(2001),服 部 ほか(2002),Hattorietal.

(2004),服 部(2011)に 基づいて,照 葉樹林構成種の都

府県別分布一覧表を作成 し,構 成種の生活形別の種数を



算出した.

(3)照 葉樹林構成種の地理的分布

上述の一覧表に基づき,照 葉樹林構成種の地理的分布

を重ね合わせて,種 数分布の等値線図を作成 した.九 州

本土以北 に分布す る照葉樹林構成種 にっいては服部

(1985)に 従って同 じような地理的分布をする種を,い

くっかの地理的分布群 としてまとめた.

(4)気 温条件に対する照葉樹林構成種の種数分布,構 成

種の出現頻度分布,優 占種の分布

照葉樹林構成種の都府県別一覧表をもとに,各 都府県

の照葉樹林構成種数 と各都府県の最寒月の月平均気温

(も っとも気温値が高い観測所の値)と の関係を調査 し

た.服 部(1985),服 部 ほか(1980)に 基づいて個々の

構成種や優 占種の気温条件に対する分布をまとめた.

(5)降 水量,積 雪,潮 風,微 地形条件に対する照葉樹林

構成種の分布

服部(1985),HattonandNakanishi(1985)等 の

文献をもとに,降 水量,積 雪,潮 風,微 地形 に対す る照

葉樹林構成種の分布をまとめた.

(6)島 の面積と照葉樹林構成種数の関係

服部ほか(投 稿中)に 基づ き,南 西諸島における島の

種数 と面積 との関係をまとめた.

表1生 活形別照葉樹林構成種数および各生活形の代表種.



川 植物歴史地理条件 と照葉樹林構成種の分布

約2万 年前の最終氷期最寒冷期 に多 くの地域で照葉樹

林は消滅 したが,九 州以北の太平洋岸では半島域には残

存 し,後 氷期にそれらの避難地より各地に分布拡大を行っ

たと考え られている(前 田,1980;服 部,1985;服 部 ほ

か,1987).服 部(1985)は 照葉樹林構成種の現在の分

布とそれらの種の寒 さへの抵抗力を もとに,最 寒冷期 に

おける避難地の植物相を推定 している.こ の結果をもと

に各々の種の最寒冷期の分布をまとめた.

(8)人 の土地利用条件 による照葉樹林の自然性

照葉孤立林に係わる研究(石 田ほか,1998;服 部･石

田,2000),八 丈島や桜島における照葉樹林の土地利用

に関する研究(服 部 ほか,2012a,b),照 葉樹林の着生

植物についての研究(服 部 ほか,2007a,b,2009),照

葉原生林,照 葉自然林,照 葉二次林,照 葉人工林の比較

研究(服 部,2010b)を もとに,残 存する照葉樹林の自

然性や種組成･種 多様性が人為条件によってどの程度影

響を受けているのかをまとめた.

2照 葉樹林の群集と上級単位

川 群集

植物社会学的調査方法に基づいてまとめられた群集に

ついて,文 献検索を行 って名称,発 表年,著 者名等を整

理 した.

(2)上 級単位

(1)と同様 に上級単位 にっ いても文献検索によって整

理 した.ま た,鈴 木,宮 脇,服 部の3研 究 グループの照

葉樹林の群落体系について,各 グループごとに年の経過

に伴 う体系の改訂状況をとりまとめた.

調 査 結 果

1照 葉樹林構成種

(n照 葉樹林構成種数

国内の生活形別照葉樹林構成種数(合 計1073種)お よ

び各生活形の代表種を表1に 示す.照 葉樹林の骨格を形

成する照葉樹は297種 と3割 に達せず,地 生多年草が531

種,着 生植物が115種 と各々5割,1割 以上に達 した.

図1照 葉樹林構成種の種数分布等値線.数 値は種数.総 照葉樹林構成種数は1073種.服 部ほか(投 稿

中)よ り引用.



(2)照 葉 樹林構成種 の地理 的分布

国 内に分布す る照葉 樹林構成種 数 の地理 的分布等値線

図(種 多様 性 の地 理 的分布 図)を 図1に 示す.400種 以

上の種が分布す る照葉樹林 の核 として,西 表 島,沖 縄 島,

奄 美大 島,屋 久 島,九 州南部 の5地 域 が示 され た.

九 州以 北 に分布 す る照葉樹林構 成種 は,地 理的分布 に

よって① シ ョウベ ンノキ群(ギ ョク シンカ,シ マイズセ

ンリ ョウ,ア デ クな ど.九 州南部 に分布),② コバ ンモ

チ群(コ バ ンモチ,ッ ゲモチ,ミ サ オノキな ど.紀 伊半 島

南部 まで分布),③ ヤ マ ビワ群(ヤ マ ビワ,ヤ マモ ガ シ,

ミ ミズバ イな ど.静 岡県御前 崎付近 まで分布),④ ホ ル

トノキ群(ホ ル トノキ,タ イ ミンタチバナ,バ クチノキ

など.房 総 半島南 部 まで分布),⑤ カ ナメモ チ群(カ ナ

メモチ,ソ ヨゴ,タ ラヨウな ど.瀬 戸 内沿 岸を 中心 に分

布),⑥ サ ザ ンカ群(サ ザ ンカ,ク ロキ,ナ ンゴクアオ

キな ど.九 州 よ り中 国地方西 部 に分 布),⑦ モ ク レイ シ

群(モ クレイ シ,バ クサ ンボ ク,サ ンゴジュな ど.九 州

と伊豆 諸 島周辺 に隔離分 布),⑧ ヒイ ラギ群(ヒ イ ラギ

など.本 州を 中心 に分布)な どの地理 的分布 群 にま とめ

られ た(服 部,1985).気 温 条件 に対応 して いな い地理

的分布群 と しては⑤,⑥,⑦,⑧ が あげ られた.

(3)気 温条件に対する種多様性,出 現頻度,優 占度の分

布

図2に 各都府県における最寒月の月平均気温と分布す

る照葉樹林構成種数 の関係を示す.照 葉樹林構成種数

(種多様性)は気温条件と強い相関(相 関係数0.87,P<0.028)

が認められた.

各照葉樹林構成種の気温条件 に対する出現頻度分布 は

服部(1985)に よってまとめられているように,高 温域

に頻度分布の中心をもっモクタチバナ,ア オノクマタケ

ラン,中 温域に中心をもっクロキ,イ スノキ,低 温域に

中心をもっアカガシ,ハ イノキなどに区分 された.

気温条件 に対す る照葉樹林の林冠木の優 占度分布は,

服部ほか(1980)に まとめられているように,高 温域で

はシイ類が優占し,低 温域ではカシ類にかわるといった

大きな違いが認められた.

(4)各 種環境条件に対する分布

降水量の多少に対 して分布量 に大きな差が認められた

のはタブノキのみであった(服 部,1985).タ ブノキは

瀬戸内沿岸の少降水量域にはほとんど分布が認められな

かった.そ の要因 としてタブノキの実生は夏期の少降水

図2各 都府県の照葉樹林構成種数と最寒月の月平均気温との関係.

照葉樹林構成種数は都府県単位で算出.気 温は各都府県における最も気温値の高い観測所の最寒月の月

平均気温値を使用.



量条件に耐性 を持 たな いため とされて いる(服 部,1985).

積 雪 条 件 に対 して分 布が大 き く制限 され る種 と して カ

ナメモチ,ナ ナメノキ,タ ラヨウ,リ ンボク,ア ラカ シ,

ヒイ ラギ,ク ロバ イ,マ ン リョウなどがあ げ られ た(月

部,1985).逆 に トキワイカ リソウ,ハ イイヌガヤ,チ ャ

ボガヤな どの 日本海要 素 とよばれ る種 が裏 日本側 の照

樹林 内に定着 していた(服 部,1985).

潮 風 条 件 に対す る抵 抗力 を もとに服部(1985)は 構

種 を区分 した.最 も抵 抗力 のあ る種 と して ピサ カキ,マ

サ キ,ト ベ ラ,マ ルバ グ ミ,ウ バ メガ シ,タ ブノキ,ヤ

ブニ ッケ イな ど,抵 抗 力 のあ る種 と してヤ ブッバ キ,モ

チノキ,テ イカカズ ラ,モ ッコク,ヤ マモモな ど,や

抵抗力 のあ る種 としてイ ヌマキ,ス ダ ジイ,ア ラカ シな

ど,抵 抗 力の ない種 と して ウ ラジロガ シ,ア カガ シ,ア

オキ,ル リミノキ,イ チ イガ シ,ッ クバネ ガ シなどが ま

とめ られた.林 冠構成 種 の潮風条 件 に対 す る抵抗力 は,

タ ブノキ 〉 シイ類 〉カ シ類 の順 で あった(Hattonan

Nakanishi,1985).

微 地 形 条件 に対 す る照葉樹林構 成種 の分 布 につ いて1

服 部 ほか(2003)に よ って宮 崎県 綾原生林 の結果が ま と

め られた.斜 面下部 に生育 の中心 を持 つ種 と して フユイ

チゴ,ヘ ラシダ,ガ ンゼ キ ラン,キ ジノオ シダ,オ オサ

ンショウソウ,コ バ ノカナワ ラビなど,斜 面 中部 の種 と

して コクラ ン,ア オキ,イ ズセ ン リョウ,ホ ソバ カナ ワ

ラ ビな ど,斜 面上部 の種 と してマルバ ベニ シダ,ツ ル グ

ミ,ク ロキ,イ スノキ,ウ ラジロガ シな どが示 された.

(5)種 数 と面積 との関係

服部 ほか(投 稿 中)は 南西諸 島 にお いて照葉樹林構

種 の種 多様性 は,島 の面積 との相 関が あ ると報告 した.

両 者 の関係 はy1-44.154x°(R2-0.5772,y1は 種 数 のヌ

数,xは 面 積 の対数),y2=73.7421n(x)-93.56(R2=0.6795,

y,は 種 数,xは 面 積 の対数)で 示 された.面 積 の広 い

表島,沖 縄島,奄 美大島,屋 久島 の種 多様性 は特 に高か っ

た(図3).

(6)植 物 歴 史地理条件

服部(1985),服 部 ほか(1987)に 基 づ くと,九 州

北 におけ る照葉樹林 の最終氷期最 寒冷期 の避難地 とし

a九 州南 端,b足 摺 岬,c室 戸 岬,d潮 岬,e伊 豆 半

南端 または伊豆諸島,f房 総 半島南端 などが あげ られ た.

aに は(2)照 葉 樹 林構成 種 の地 理 的分 布 で示 した①,②,

③,④,⑥,⑦ 群 が,bに は②,③,④,⑥,cに は②,

③,④,⑤,⑧,dに は②,③,④,⑤,⑧,eに は ④,

⑦,fに は④,⑧ の種群 が避 難 した と推定 した.

南 西諸 島 において は,最 終氷期 最寒冷期 の避難地 の存

在や それ による照葉樹 林構成種 の後氷期 にお ける地理 的

分布へ の影響 を確認 で きなか った.

(7)照 葉樹林の自然性

照葉樹林の着生植物の研究によって,原 生状態の照葉

樹林内には多数の着生植物の生育が認められること,着

生植物の生育 していない照葉樹林 は伐採などの±地利用

の影響を強 く受けている二次林であることが明らかとなっ

た(服 部 ほか,2007a,b,2009).

照葉原生林と照葉各種樹林の比較研究によって,社 寺

林といえども多 くの種を欠落させており,社 寺林の種組

成は必ず しも自然性や立地条件を反映 していないことが

示された(lshidaetal.,2005a,b;服 部ほか,2010b).

また,社 寺林を孤立林 としてとらえ,そ の孤立林の種数

と面積 との間には強い正の相関関係があることを石田ほ

か(1998),服 部･石 田(2000)は 報告 した(図4).社

寺林の存在 自体が土地利用の結果であり,さ らに,そ の

面積 も人によって決定 されていることか ら,社 寺林の種

組成に土地利用が大 きく関与 していると認め られた.

八丈島や桜島の溶岩地帯の植生遷移の研究 において,

これ らの地域の遷移 は一次遷移ではなく,畑 地利用や薪

炭利用後の二次遷移や偏向遷移であること,特 にタブノ

キ林は二次遷移上のものであることを服部ほか(2012a,

b)が まとめた.

南西諸島の隆起石灰岩上に成立するガジュマル,オ オ

バギ,リ ュウキュウガキなどから構成される樹林は夏緑

樹の混生,林 冠の未発達状態,人 の利用等か ら考えて二

次林 と認め られた.

2植 生単位

川 群 集

報告されている群集 について年代順に整理 し,表2に

示す.群 集名は合計93で あった.群 集名に使用されてい

る植物名 はタブ,イ スといったように省略されていても

論文に記 されている種名を記述 した.2種 名連記の群集

名については,国 語 としての伝統的な表記方法である上

層の種一下層の種の順 に統一 した.

(2)上 級単位

報告されている上級単位名にっいて群集名 と同様に整

理 し,表3に 示す.上 級単位名の合計は36で あ った.

群団以上の植生単位名の改訂状況を3研究 グループ別

に図5に 示す.図5のAで は植物名の変更による単位名

の変更,先 取性によりオーダー名の修正,タ ブノキ群団

の新設が改訂の内容であった.図5のBで はウラジロガ

シ林に関する亜群団名が改訂 された.図5のCで はオー

ダー,群 団の名称,位 置づけ,そ れ らの植生単位の内容

も各論文 ごとに大 きく改訂されていた.



図3南 西諸島における照葉樹林構成種数と島の面積との関係.○ は両対数,● は片対数.服 部ほか(投 稿中)よ

り引用

図4宮 崎県と兵庫県の社寺林における照葉樹林構成種数と面積との関係.



考 察

1照 葉樹林の群落分類に係わる基礎的情報

川 照葉樹林の種組成の特徴

照葉樹林の群落分類を行 う前に,照 葉樹林構成種の分

布要因に関する情報を整理 した.

図1,2に 示 したように九州本土以北の照葉樹林構成

種は低温 によって分布が制限 されるため,北 上あるいは

山地を上昇することに構成種は減少 し,種 組成の単純化

が進む.こ のように分布の制限要因としては低温が第一

であるが,そ れ以外に少降水量(タ ブノキ),積 雪(ア

ラカシ),潮 風(カ シ類)な どによって も分布が抑制 さ

れる.し たがって,各 地域の照葉樹林の種組成は,ど の

ような種(種 群)が 欠落 しているのか(ど のような種

(種群)が 残 っているのか)と いうことで特徴づけられる.
一方
,南 西諸島の照葉樹林は図3に 示 したように,島

の面積の減少によって構成種数 は少なくなり,種 組成の

単純化が進む.し たがって,南 西諸島の小 さな島の種組

成は近 くの大きな島の種組成より,ど のような種(種 群)

が欠落 したのか ということで特徴づけられる.ま た,南

西諸島全体として土地利用が進んでいるため,原 生林,

自然林は稀であり,特 に小さな島ではその傾向が著 しい.

(2)微 地形条件と種組成

宮崎県綾町の綾原生林の調査結果(服 部 ほか,2003)

をみると,原 生状態の樹林が保全されている所では微地

形の違いによって種組成は大 きく変化 した.し か し,人

手の加わった小面積の樹林が散在するような所では微地

形自体が不明確であり,微 地形に対応 した種組成の変化

はとらえにくい.ま た,地 形,海 抜,地 質,気 候条件な

どによっても同 じような微地形に対 して反応する種が異

なり,適 湿な土壌条件下に生育するとされるタブノキが

実際には各種土壌条件下に見 られるように微地形条件 に

対 して一定の対応を示すような種 は稀である.前 述 した

低温,潮 風といった条件に反応する種群よりは微地形条

件に反応する種群は不明確で,群 集の標徴種,識 別種 と

して抽出しにくいと考え られ る.

(3)林 冠優占木と環境条件

低温や潮風によって種組成が単純化す るだけでなく,

林冠木の優 占種 も単純化することは結果の(4)に示 した.

宮崎県綾原生林のような好条件下ではシイ類,カ シ類,

タブノキ,マ テバ シイ,カ ゴノキ,ヤ ブニッケイ,モ チ

ノキ,イ スノキなどの林冠木が混交する.低 温化すると

混交状態か らウラジロガシとアカガシなどの優占林(カ

シ型)に,潮 風条件下ではタブノキなどの優占林(タ ブ

型)に 移行する.好 条件下の｢シ イ･カ シ･タ ブ混交型｣,

低温下の｢カ シ型｣,潮 風下の｢タ ブ型｣の3優 占型 は

種組成 も異な っており,環 境条件 との対応 も明確である

ので,群 集以上の上級単位設定 において3優 占型の区分

は重要な検討課題 となろう.

(4)照 葉樹林の自然性

神社,寺 院に成立 している樹林は自然植生とみなされ,

自然性を反映 した種組成を有すと考えられてきた.し か

し,石 田ほか(1998,2001),服 部･石 田(2000)に よる

社寺林における面積 と種多様性の研究か ら,一 部の大面

積の社寺林を除いて,社 寺林の多 くは小面積化による種

組成の単純化という影響を受けていることが明らかとなっ

た(図4).ま た,原 生状態の照葉樹林が残されている

宮崎県綾町において原生林,社 寺林(自 然林),二 次林

(里山林)の 種組成を比較 した結果,原 生林に比較 して

二次林の種組成は非常 に単純化 していること,社 寺林 も

着生植物を欠落させるなどの種組成の単純化が生 じてい

ることなどが報告されている(lshidaetal.,2005a,b).

照葉型の原生林･自 然林の群落分類において,原 生林

のほとんど分布 していない本州等では社寺林の調査は欠

かす ことができないが,単 純化の著 しい社寺林は分析対

象か ら省いた.

南西諸島の照葉樹林の自然性をみると,奄 美大島や屋

久島の一部の樹林を除いてほとんどすべてが薪炭林利用

されてきた里山林(照 葉二次林)で あった.沖 縄島北部

の シイーカシ林は,戦 後保全されたことによって自然性

はかなり回復 したが,南 部の隆起石灰岩上の照葉樹林 は

その後も利用の続いた明 らかな照葉二次林と認められた.

⑤ 植物歴史地理条件

現在の環境条件では説明不可能なカナメモチ,ク ロキ,

ナンゴクアオキ,バ クサ ンボクなどの照葉樹林構成種の

地理的分布を最終氷期最寒冷期の避難地の位置と後氷期

のそれらの避難地からの分布拡大(約300km)と いう仮説

で服部(1985),服 部 ほか(1987)は 説明 した.Aokieta1.

(2006)はDNAを 用いて,そ の仮説が成立することを報

告 した.照 葉樹林構成種の地理的分布に現在の環境条件

だけではな く,歴 史地理的な条件が反映 しているとする

と,植 物群落(群 集)の 成立にも,そ の条件が当然反映

していると考え られる.植 物歴史地理条件 も加えた植物

群落の区分 という視点を本論文では重視 した.

2照 葉樹林の群落分類

川 群 集

固有種をもっ南西諸島や伊豆諸島の照葉樹林を除いて,

九州本土以北の照葉樹林の群集 は,そ の群集 にのみ出現

する標徴種を もたないが,考 察1で 示 したよ うに各々の

群集は特定の種群の残存あるいは欠落,す なわち種群の

組合せによって特徴づけられている.照 葉樹林の群落分



表2照 葉樹林における既発表の群集名.記 載された年順に配置.括 弧内の文献は原記載の論文を補完する論文.そ の他に示 した

二次林等の記載は本論文の著者が判定.



表2っ づ き

表3照 葉樹林の群落体系における既発表の上級単位.記 載 された年順に配置.括 弧内の文献 は原記載の論文を補完する論文.



図5服 部ほか(A),鈴 木時夫ほか(B),宮 脇 ほか(C)に よる照葉樹林の群落体系の改訂状況.



類においては,こ のようにいくつかの種群の組合せによっ

てお互いに区分され,ま た一定の環境要因との対応があ

る群落を群集として位置づけた.

照葉樹林の群集は表2に 示 したように非常に多 く記載

されている.組 成表のない群集名のみの記載,仮 称 とし

ての記載など多 くの問題をもっ群集名ではあるが,あ る

地域の群集の名称については,記 載されている標徴種･

識別種の内容が異なっていて も,種 組成が類似 しておれ

ば,先 取性を尊重 して,最 初にその地域で記載された群

集名を採用 した.

本論文では原生状態あるいは自然性の高 い照葉原生･

自然林を対象とし,照 葉二次林の群集については今回対

象外 とした.

(2)上 級単位

国内の照葉樹林における植物群落分類上の最上級単位

はヤブツバキクラスとしてまとめ られ(Miyawakiund

Ohba,1963),ヤ ブッバキクラスは多 くの研究者によっ

て認められている.一 方,オ ーダー以下の体系にっいて

は研究者間,あ るいは同 じ研究者であっても年の経過に

よって体系は大きく異なっている.こ のようなオーダー,

群団の違い,す なわち異なった体系が報告 されるのは様々

な環境条件を反映するいろいろな種群の重視(種 群の重

みづけ)の 仕方が違 っていることによる.た とえば宮脇

ほか(1971)で は,屋 久島を地理的分布の北限とする南

西系の種群と屋久島を分布の南限とする本土系の種群を

重視 し,屋 久島を境界として南西諸島 と本土の照葉樹林

に二分 したが,宮 脇 ほか(1983)で は本州の関東地方の

沿岸部まで北上する南西系の種群 と内陸･山 地に分布す

る本土系の種群を重視 して,南 西諸島から関東の沿岸域

まで含めた地域 と本土の内陸域の照葉樹林 に二分 してい

る.種 群の重みづけや種群の抽出には群集分類と同じよ

うに客観的な方法が存在 しないため,ど ちらの体系が正

しいかという判断はできない.種 組成の類似性や相観 と

環境条件 との対応から考えて,よ り理解 しやすい体系が

望ましいものと考えた.

本論文では奄美諸島以南と大隅諸島以北間の照葉樹林

の種組成や植物相の差およびオキナワジイとオキナワウ

ラジロガシ(奄 美諸島以南)に 対 してスダジイとカシ類

(大隅諸島以北)と い う優 占種の違いなどを重視 して,

各々オキナワジイーボチ ョウジオーダー,ス ダジイーヤ

ブコウジオーダーに区分 した(小 笠原諸島はテリハ コブ

ガシーオオバ シロテツオーダーにまとめた).

オキナワ ジイーボチ ョウジオーダーは原生･自 然性

(二次林 も含む)の オキナワジイーボチョウジ群団と二

次性で隆起石灰岩地 に多い リュウキュウガキーナガ ミボ

チョウジ群団に区分 した.

スダジイーヤブコウジオーダーの区分 は｢シ イ･カ シ･

タ ブ混交型｣,｢カ シ型｣,｢タ ブ型｣の 種組成･優 占種･

環 境条件 が よ く対応 して いるので,ス ダジイ群団,ウ ラ

ジロガ シーサ カキ群 団,タ ブノキ群団 にそれぞれ位 置づ

けた(海 岸 林 は トベ ラ群団 とした).

3照 葉 樹 林の群落体 系

小笠原諸 島 を除 く国内 の照葉 原生林,照 葉 自然林 を対

象 と して,群 落体 系 を ま とめ た.調 査地 点 は表4に ま と

め た.総 合常在度表 に はオキナ ワジイーボチ ョウ ジ群 団

(付表1),ス ダ ジイ群団(付 表2),タ ブノキ群団(付 表3),

ウ ラ ジロガ シーサカキ群団(付 表3)に 所 属す る群集 を

示 した.頁 数 の関係 で1群 集1地 点 とな り,標 徴種･識 別

種が欠落 して いる地点 もあるが,他 地域 の同群集 にはそ

れ らの種 は含 まれ てい る.

ヤ ブッバキ クラス

CamellieteajaponicaeMiyawakietOhba19M

原 記 載:MiyawakiundOhba(1963)

関連 文献:宮 脇 ほか(1971,1978,1983),服 部･中 西(1983),

服 部(1985)

標 徴 種･識 別種:ヤ ブッバ キ,ピ サカキ,ネ ズ ミモチ,

ッ ルグ ミ,ヤ ブニ ッケイ,シ ロダモ,ヤ ブラ ン,キ ヅ タ,

イ タ ビカズ ラ,サ カキ,サ ネカ ズラ,タ ブノキ,モ チ ノ

キ,ム ベ,マ メヅ タ,ノ キ シノブな ど

分布:南 西諸 島,小 笠 原諸 島,九 州･四 国･本 州 の暖温

帯域,朝 鮮 半島南部沿 岸域.国 内の北限 は青 森県深浦 町

浜野.

そ の他:本 ク ラスは3オ ー ダー に区分.

1オ キ ナワジイーボ チ ョウジオーダー(旧 名 ス ダジイー

ボチ ョウジオーダー,ス ダジイー リュウキ ュウアオキオー

ダー)

Psychotrio-CastanopsietalialutchensisHattorietNakanishi

1983

原 記 載:服 部･中 西(1983)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1971),服 部(1985)

標 徴 種･識 別種:ア カ テッ,ア カ ミズキ,ア カ メイ ヌビ

ワ,ア マ ミア ラカ シ,ア ワ ダン,オ オ シイバモ チ,ク ロ

ツグ,ナ ガ ミボチ ョウ ジ,ハ マイ ヌ ビワ,ヒ イ ラギズイ

ナ,ヒ メサザ ンカ,ヒ メッバ キ,ヒ ョウ タ ンカズ ラ,ホ

ソバ ムクイヌ ビワな ど分布:先 島諸 島よ り奄美諸島 まで.

そ の他:服 部･中 西(1983),服 部(1985)は 本 オー ダー

の分布域 を屋久島以南 と していたが,種 組成 を再検討 し

た結果,奄 美 一大 隅間の組成差 が大隅 一九 州本土間 よ り

大 きい ことか ら,本 オ ーダーの分布域 を奄 美諸島以南 に

訂正 奄美 諸島以南 の スダ ジイがオ キナ ワジイ と分類 さ

れ た ことに よ って オー ダー名 を変更.



1オ キ ナ ワ ジイーボ チ ョウジ群団(旧 名 スダ ジイー ボ

チ ョウジ群団,ス ダジイ ー リュウキュ ウアオキ群団)

Psychotrio-CastanopsionlutchensisMiyawakietal.1971

原 記 載:宮 脇 ほか(1971)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1978,1983),鈴 木(1979),服 部･

中 西(1983),服 部(1985)

標 徴 種･識 別種:オ キ ナワ ジイ,オ キ ナワ ウラジロガ シ

など

分布:先 島諸 島 よ り奄 美諸 島まで の砂岩,頁 岩,粘 板岩

などの非 石灰岩地域.

そ の他:宮 脇 ほか(1971),服 部(1985)な ど は本群 団

の分布 を先島諸 島よ り屋久島 まで と していたが,本 論 文

で は奄美諸 島以南 に訂 正.本 群 団 はオキナ ワジイ,オ キ

ナワ ウラジロガ シな どの優 占す る シイ･カ シ･タ ブ混交

型 の照葉 原生･自 然･二 次林.オ キナ ワジイの優 占林 と

オ キナ ワウラ ジロガ シ優 占林 の種 組成 は区分で きず,各

島 ご とに1群 集 にまとめた.石 垣 島･西 表島,沖 縄本島,

奄 美大 島･徳 之 島にのみ各 々 自然 植生 としての群集 を認

めた.そ の他 の島のオキ ナワ ジイ,オ キナ ワウラ ジロガ

シ林 はすべて二次植生.島 の面積 が小 さ く,土 地利用 も

進ん でお り,こ れ らの小島 の樹林 は単純化 が著 しい.

(i)オ キ ナ ワジイ ーケ ナガ エサ カキ群集(旧 名 スダ ジ

イーケナ ガエサカキ群 集)

Adinandroyaeyamensis-Castanopsietumlutchensis

Miyawakietal.1971

原 記 載:Miyawakietal.(1971)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1971,1978,1983),鈴 木(1979)

標 徴 種･識 別種:ケ ナ ガエサカキ,ナ ガバ ク ロバ イ,イ

リオモテハ イノキ,イ リオモテ ヒメラ ン,ギ ラ ンイ ヌビ

ワ,サ キシマ ヒサカキ,バ イケイラ ン,ホ ザキ ヒメラ ン,

ヤ エヤマ コ ンテ リギ,ヤ エヤマ シキ ミ,タ イ ワ ンオガ タ

マ,マ ルヤマ カ ンコノキ,ア カハ ダノキ,ヤ エヤマ ヒサ

カキなど

分布:西 表島 の中央 部,石 垣 島の一部.

そ の他:両 島に残 されて い る本 群集 は原 生状 態で はない

が,種 多様 性 は高 く,自 然林 とみな した(特 に西表 島の

仲 間川 源流部,浦 内川 源流部).与 那 国 島の照葉 樹林 は

すべ て単純 化 の進 んだ二次林 であ り,本 群集 には含 まれ

な い.

(n)リ ュ ウキ ュウチ ク ーシマモ クセイ群集(旧 名 リュ

ウキュ ウチ クーナ タオ レノキ群集)

Osmantheto-PleioblastetumlinearisSuzuki1979

原 記 載:鈴 木(1979)

関 連 文献:新 納 ほか(1974),宮 城･宮 城(1978),島 袋

ほカ〉(1985)

標 徴 種･識 別種:オ モロカ ンアオイ,キ バナ シュスラ ン,

モ ノ ドラカ ンアオイ,シ マモクセイ,リ ュウキュウチク,

ヤ エヤマ ヒイ ラギな ど

分布:西 表 島古見岳･御 座岳,石 垣 島於茂 登岳 の山頂部.

そ の他:本 群集 は台風 や冬季 の季節風 による強風条件下

に発達 す る リュウキ ュウチクの優 占す る低木 林.

表4総 合常在度表に示 した調査地,群 集名,文 献.



Gn)オ キ ナ ワジイ ーシキ ミ群 集(旧 名 ス ダ ジイ ーオキ

ナワ シキ ミ群集)

Illicioanisati-CastanopsietumlutchensisMiyawakietal.1971

原 記 載:Miyawakietal.(1971)

関 連 文献:鈴 木(1979),宮 脇 ほか(1971,1983)

標 徴 種･識 別種:リ ュウキュ ウナ ガエサ カキ,オ キナ ワ

カナ ワラビ,オ キナ ワ ヒメ ラン,オ キナ ワセ ッコク,オ

キナ ワテ ンナ ンショウ,オ ナガサ イ シン,ク ニガ ミヒサ

カキ,ナ ガバハ グマ,ヒ ナカ ンアオイ,ヤ ブ ミョウガ ラ

ン,ア オバ ナハ イノキ,ヤ ンバル ミ ミズバイ など

分布:沖 縄本 島北部 の西銘岳,与 那覇岳 な ど.

そ の他:沖 縄 本島 には原生状態 の樹林 は存在 しな いが,

二 次林 よ り遷移が進 み,自 然性 がか な り回復 した本群集

の植分 が沖縄本 島北部 に分布 して いる.植 物名 の変更 に

よ り群集 名を変更.本 群集 はかつて は沖縄 本島全域 に分

布.

Gv)ミ ヤ マ シロバ イーアマ ミ ヒイラギモ チ群集

Ilicidimorphophyllae-SymplocosetumconfusaeSuzuki1979

原 記 載:鈴 木(1979)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1983)

標 徴 種･識 別種:ミ ヤ マシロバ イ,ア マ ミヒイラギモチ,

ア マ ミフユ イチ ゴ,マ メ ヒサカキ,ミ ヤ ビカ ンアオイな

ど

分布:奄 美大島湯湾岳,徳 之 島井之川岳 の山頂部.

そ の他:本 群集 は湯湾 岳や井之 川岳 山頂部 に分 布す る低

木林.

(v)オ キ ナ ワジイ ーケハダ ル リミノキ群集(旧 名 ス ダ

ジイーケハ ダル リミノキ群集)

Lasiantho-CastanopsietumlutchensisMiyawakietOhba1963

原 記 載:MiyawakiundOhba(1963)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1971,1978,1983),鈴 木(1979)

標 徴 種･識 別種:ア マ ミテ ンナ ンショウ,ア マ ミセイ シ

カ,ア マ ミアオネカズ ラ,ヒ メア リ ドオ シ,ヒ メナベ ワ

リ,フ ジノカ ンアオイ,ミ ヤマハ シカ ンボ ク,キ ノエサ

サ ラ ン,オ サ ラ ン,オ オバ カ ンア オイな ど

分布:奄 美大 島,徳 之 島 の国有 林.

そ の他:奄 美 大島,徳 之島 の照 葉樹林 の大半 は二次林 だ

が,金 作 原･神 屋･三 京国有林等 に残存 す る本群集 の植

分 は原生 状態 に近 い.

2リ ュ ウキ ュウガ キーナガ ミボ チ ョウ ジ群団

Psychotriomanilensis-DiospyrionmaritimaeNiiroetal.1974

原 記 載:新 納 ほか(1974)

関 連 文献:MiyawakiundSuzuki(1976)

標 徴 種･識 別種:リ ュウキ ュウガキなど

分布:先 島諸 島よ り奄美諸 島までの南西諸 島.

そ の他:本 群 団 は石灰岩 上 に成 立す るシイ,カ シ類 の欠

落す る照葉 二次林.薪 炭利用 な どの土地利用 の結果,成

立 した二次 植生 の群 団で,か って は自然植生 とされ てい

た.二 次林 と して のい くっ かの群 集 に区分 され るが,本

論文 では 自然植生 の群 集 を対象 と したのでそれ らを省 い

た.MiyawakiundSuzuki(1976)は ク スノハ カエデー

ナガ ミボチ ョウ ジ群 団を記載 したが,先 取性 によ り本群

団名 を採 用.

ロ スダ ジイ ーヤブ コウジオーダー

Ardisio-Castanopsietaliasieboldii(Miyawakietal.1971)

HattorietNakanishi1983

原 記 載:服 部･中 西(1983)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1971),服 部(1985)

標 徴種･識 別種:ヤ ブコウ ジ,ア ラカシ,ベ ニ シダ,シ ュ

ンラ ン,テ イ カカズ ラ,オ オイ タチ シダ,ナ ガバ ジャノ

ヒゲ,ジ ャノ ヒゲ,ヤ マイ タチ シダ,ア セ ビ,イ ノデ,

オ ニカナ ワラ ビ,ヤ ブ ミョウガ,ナ ワ シログ ミ,ヤ ツデ

な ど

分布:屋 久島以北,東 北地方以 南.

そ の他:宮 脇 ほか(1971)は 屋 久 島以 北 の照葉 樹林 をス

ダジイーヤブコウ ジ群団 として記載.服 部･中 西(1983)

は そ れを オー ダー に変 更 し,2群 団 を認 めたが,本 論文

で は3群 団を認 めた.

1ス ダ ジイ群 団

CastanopsionsieboldiiSuzuki1952

原 記 載:鈴 木(1952)

関 連 文献:suzuki(1953),服 部･中 西(1983),服 部(1985)

標 徴 種･識 別種:ス ダジイ,コ ジイ,タ ブノキ,モ チ ノ

キ,ム ベ,ヤ ッデ,モ ッコク,ク ロガネモチ,カ ク レ ミ

ノ,ヒ メユズ リハ,ヤ マモモ,ク チ ナ シ,イ ズ セ ン リョ

ウ,ア リドオ シ,ジ ュズネノキ,イ ヌマキ,イ タ ビカ ズ

ラ,イ チイ ガ シ,ク ロバ イ,ヤ ブラ ンなど

分布:屋 久島以北,福 島県･新 潟県以南.

そ の他:本 群 団 は強 い潮風 の影 響下 と照葉樹林 帯 の上部

を除 いた立 地 に広 が るコ ジイ,ス ダ ジイ,マ テバ シイ,

シ リブカガ シ,イ チイ ガ シ,ツ クバ ネガ シ,シ ラカ シ,

ア カガ シ,タ ブノキ,イ スノキな どの照葉高 木が混交 す

る シイ･カ シ･タ ブ混 交型 の照 葉原生･自 然･二 次林.

自然性 の高い植分 ほど多様 な高 木種 を含 む.潮 風適応型

が タブノキ群団,低 温 適応型 が ウラ ジロガ シーサカキ群

団.以 下 に示 した群集 は照葉原生･自 然林 に位置づ け ら

れ る ものを示 した.

(i)ス ダ ジイ ーヤク シマア ジサ イ群集

Hydrangeo-CastanopsietumsieboldiiOhnoetal.1963

原 記 載:大 野 ほか(1963)



関連文献:宮 脇 ほか(1971,1978,1983)

標 徴 種･識 別種:ヤ クシマア ジサ イ,オ キナ ワテイカ カ

ズラ,サ クラツツ ジ,ホ コザキベ ニ シダ,ヤ クカナ ワラ

ビ,ヤ クシマ シュス ラ ンなど

分布:屋 久島,種 子 島.

そ の他:屋 久 島の照葉 樹林 の ほとん ど は二次林 で,本 群

集 には含 まれ ない.自 然性 の高 い本群集 に位置づ け られ

る植分 は きわ めて稀.屋 久 島の尾 之間 に分布 す る本群集

の植分 は 自然性 および種多様性 が高 い.

(ii)ス ダ ジイ ータ イ ミンタ チバ ナ群 集

Myrsino-CastanopsietumsieboldiiSuzuki1951

原 記 載:鈴 木(1951)

関 連 文献:鈴 木(1966),鈴 木･鈴 木(1973)

標 徴 種･識 別種:ハ ナ カガ シ,ア デク,カ カ ッガユ,シ

ロヤマゼ ンマイなど

分布:九 州中南部 の低地帯,四 国の西南部.

そ の他:宮 崎 県綾 町な どに原生 状態 の本群集 が残存.最

終氷期最 寒冷期 に九 州南部 に避難 して いた植物群 に本群

集 は由来 す る.ホ ル トノキ群,ヤ マ ビワ群,シ ョウベ ン

ノキ群,サ ザ ンカ群,コ バ ンモチ群 などの多 くの種群 を

含む本群集 の種多様性 は高 い.

GiDス ダ ジイ ークロキ群集

Symplocolucidae-CastanopsietumsieboldiiNakanishietal.

1979

原 記 載:中 西 ほか(1979)

関 連 文献:服 部･中 西(1983),服 部(1985)

標 徴 種･識 別種:ク ロキ,サ ザ ンカ,マ テバ シイ,シ イ

モチ,シ リブカガ シ,ナ ンゴクアオ キな ど

分布:九 州 中北 部 よ り山 口県,鳥 取県西 部,広 島県,岡

山県西部 まで.

そ の他:最 終 氷期最寒 冷期 に九州南端 に避難 して いた植

物群 の うち,高 温域 を好 む種 を除 いた植物 より構成 され

る群集.ス ダ ジイー タイ ミンタチバ ナ群集 の単純化 した

群集.サ ザ ンカ群 によ って特徴づ け られ る.特 にクロキ,

ナ ンゴクアオ キが特徴.

Gv)ス ダ ジイ ーミ ミズバイ群集

Symplocoglaucae-CastanopsietumsieboldiiMiyawakietal.

1971

原 記 載:宮 脇 ほか(1971)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1978,1983)

標 徴 種･識 別種:ミ ミズバ イ,ヤ マ ビワ,コ バ ンモチ,

カ ンザ ブロウノキ,ヤ マ モガ シ,ル リ ミノキ,ミ サオ ノ

キ,ッ ゲ モチ,ト キ ワガキな ど

分布:高 知県･徳 島県南部,淡 路島南部,大 阪府南部,

紀 伊半 島沿岸部,静 岡県御前 崎.

そ の他:最 終 氷期最寒 冷期 に紀 伊半 島南 端 に避 難 してい

た植物群 に本群集 は由来す る.ホ ル トノキ群,ヤ マ ビワ

群,カ ナ メモ チ群 によ って特徴 づ け られる.

(v)コ ジ イーカナメ モチ群集

Photinio-CastanopsietumcuspidataeNakanishietal.1973

原 記 載:中 西 ほか(1973)

関 連 文献:中 西 ほか(1977),岸 本 ほか(1978),Nakanishi

andHatton(1979),服 部･中 西(1983),服 部(1985)

標 徴 種･識 別種:カ ナ メモチ,ナ ナメ ノキ,タ ラ ヨウ,

リ ンボ ク,ソ ヨゴ,シ ャシャンボな ど

分布:岡 山県東部 よ り兵庫県,大 阪府,京 都府,滋 賀県,

奈 良県,和 歌山県,三 重県,岐 阜 県 を経 て静 岡県西部 ま

で の瀬戸内側や 内陸部 に分布.日 本海側 には分布 しない.

そ の他:本 群集 は最終 氷期最寒 冷期 に紀 伊半 島南端 に避

難 していた植物群 の うち,高 温域 を好 む種 を除 いた植物

よ り構成 され る.本 群 集 はス ダジイー ミミズバ イ群集 の

構成群 よ りホル トノキ群,ヤ マ ビワ群が欠 落 し,カ ナ メ

モチ群 のみが残 った単 純化 した群集 .瀬 戸 内沿岸部 に は

タブノキの欠落 した乾 燥適応型 が分布.

(VI)ス ダ ジイ ーホ ソバ カナ ワラ ビ群 集

Arachniodo-CastanopsietumsieboldiiMiyawakieta!.1971

原 記 載:宮 脇 ほか(1971)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1978,1983)

標 徴 種･識 別種:タ イ ミンタチバ ナ,ホ ル トノキ,ッ ル

コウ ジ,ハ ナ ミョウガ,ホ ソバ カナワ ラビ,コ バ ノカナ

ワラ ビ,フ ウ トウカズ ラ,オ ガタマノキ,バ リバ リノキ,

カ ギカズ ラ,サ カキ カズラ,バ クチ ノキな ど

分布:伊 豆 半島･房 総半 島の南部.

そ の他:最 終 氷期最寒 冷期 に伊 豆･房 総 半 島南 端 あ るい

は伊豆諸 島 に避難 して いた植物群 に本群集 は由来す る.

ホ ル トノキ群 によ って特徴づ け られ る.

(vii)ス ダ ジイ ーオ オシマカ ンスゲ群集

Carici-CastanopsietumsieboldiiOhba1971

原 記 載:大 場(1971)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1971,1978,1983)服 部 ほか(2012a)

標 徴 種･識 別種:オ オ シマカ ンスゲ,ハ チ ジ ョウ シュス

ラ ン,シ マ テ ンナ ンシ ョウ,オ オキ リシマエ ビネ,ハ チ

ジ ョウモクセイ,シ マサ サバ ラ ン,ハ チ ジョウウ ラボ シ,

ハ チ ジョウベ ニ シダな ど

分布:伊 豆諸 島.御 蔵 島 と八丈 島 の一部 に本群 集の発達

した植分 が残存.

そ の他:バ クサ ンボク,モ クレイ シな どの九 州か ら隔離

分布す る種(モ ク レイ シ群)を 含む こ と,カ シ類 を欠 く

こと も特徴 の一っ.



(vin)ス ダ ジイ ーヤ ブコウ ジ群集

Ardisio-CastanopsietumsieboldiiSuzukietHachiya1951

原 記 載:鈴 木･蜂 屋(1951)

関 連 文献:鈴 木(1952,1966),宮 脇 ほか(1971,1978,

1983)

標 徴 種･識 別種:ス ダジイ群 団の 中の典 型群集 で,識 別

種 はない.

分 布:御 前崎 お よび伊 豆･房 総 半島南端 を除 く,静 岡県

よ り福 島県 まで の沿岸 や内陸部.

そ の他:ス ダジイ群 団の中 で はも っとも単純化 の進 んだ

群集.最 終氷期最寒 冷期 に伊豆･房 総半 島南端 に避難 し

て いた植 物群 の うち,高 温域 を好 む種 を除 いた植物 よ り

構成 され る群集.本 群 集 はス ダジイーホ ソバ カナ ワラ ビ

群集 の構 成群 よ りホル トノキ群 が欠落 し,単 純化 した群

集.

Gx)ス ダ ジイ ー トキワイカ リソウ群 集

Epimedio-CastanopsietumsieboldiiHattorietal.1979

原 記 載:服 部 ほか(1979a)

関 連 文献:服 部 ほか(1979b,1980),相 沢 ほか(1981),

服 部･中 西(1983),服 部(1985)

標 徴 種･識 別種:ト キ ワイカ リソウ,チ マキザサ,ヒ メ

アオキ,チ ャボガヤ,ハ イイ ヌガ ヤ,チ ュウゴクザサ,

ア ッ ミカ ンアオイ,ム ラサキマユ ミなど

分布:鳥 取県 東部 よ り新潟県南 部 までの 日本海 沿岸 およ

び滋賀県 湖北地方.

そ の他:最 終 氷期最寒 冷期 に紀 伊半 島南端 に避 難 してい

た植物群 の うち,高 温域 を好 む種 や積雪条 件を嫌 う種 を

除いた照葉樹林構成種 と多雪 に適応 した日本海要素 によっ

て特徴 づ け られ る群集.

2タ ブ ノキ群 団

Machilionthunbergii(Suzuki1966)stat.nov.

基 準 群集:タ ブノキ ーイノデ群 集

関連文献:鈴 木(1966)

標 徴 種･識 別種:タ ブノキ,ホ ル トノキ,カ ゴノキ,ヤ

ブニ ッケイ など

分布:自 然植生 と しての タブノキ群団 の分布 は強 い潮風

条件下 にある屋久島･種 子 島よ り太平洋岸 の九州,四 国,

本 州 の東 北部 に至 る臨海部,冬 季 の季節風 を強 く受 け る

九州西岸 か ら本州 の裏 日本 の臨海 部お よび滋賀県北部 の

竹生 島な ど.半 自然植 生 あるい は遷移途 中相 と しての タ

ブノキ群 団 に含 まれ る群落 は八丈 島,桜 島な どの各地 に

分布.

そ の他:鈴 木(1966)に よ って タ ブ亜 群団 と して記載 さ

れ た単位 を,今 回 タブノキ群 団 と位置づ けた.潮 風条件

の厳 しい立地 にはカ シ類,シ イ類 が欠落 し,潮 風 に耐性

を もっ タブノキの他,ホ ル トノキ,カ ゴノキ,ヤ ブニ ッ

ケイなどの高木が優 占す る タブ型(服 部,1992,1993)

の 本 群 団が成立す る.な お,沿 岸 域 に分布 す る トベ ラ群

団 は低木林 で,タ ブノキ群団 の前 面 に成立 す る.照 葉樹

林 の北 限域 は本群 団のみが分布 す る.斜 面下 部 とい った

地形条件 は本群団 の成 立要因 で はな い.タ ブ群団 は中野

(1942)に よ って記載 されて いるが,組 成表が ない こと,

種 組成 について の説 明が ない ことな どによ って無効名 と

した.な お,中 野(1942)の タ ブ群団 は国内の照葉樹林

全体 を指 す(ヤ ブ ッバ キク ラス に該当).

G)タ ブ ノキ ームサ シアブ ミ群集

Arisaematoringentis-MachiletumthunbergiiMiyawakietal.

1971

原 記 載:宮 脇 ほか(1971)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1978,1983),服 部 ほか(2010a)

標 徴 種･識 別種:モ クタチバ ナ,シ ョウベ ンノキ,シ ラ

タマカズ ラ,ア オ ノクマタケラン,オ オイワヒ トデ,ギ ョ

ク シンカな ど

分布:鹿 児 島県(屋 久 島,種 子 島 など),宮 崎 県,長 崎

県,高 知県(宿 毛 市,沖 ノ島,足 摺岬,室 戸 岬),和 歌

山県南部.

そ の他:ブ ナ科 が優 占せず,ク スノキ科 などが優 占.日

本列 島南部 の太平洋沿 岸 に点在 す る.

(n)タ ブ ノキ ーイ ノデ群 集

Polysticho-MachiletumthunbergiiSuzukietWada1949

原 記 載:鈴 木･和 田(1949)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1971,1978,1983),服 部 ほか(2010a)

標 徴 種･識 別種:イ ノデなど

分布:愛 知県 よ り岩手 県 までの太平洋沿 岸,山 口県 よ り

青森県 までの 日本海沿 岸お よび滋賀県北部 の竹生島.

そ の他:東 北地 方 の照 葉樹林 の北限域 には本群 集 のみが

分布.ス ダジイーヤ ブコウ ジオ ーダーの中で は もっとも

単純化 の進んだ群集.

3ウ ラ ジ ロガ シーサ カキ群団

Cleyero-Quercionsalicinae(Suganuma1965)Miyawakiet

Suzuki1975

原 記 載:宮 脇･鈴 木(1975)

関 連 文献:Suganuma(1965),宮 脇 ほか(1978),服 部･

中 西(1983),服 部(1985)

標 徴 種･識 別種:ウ ラ ジロガ シ,ア カガ シな ど

分布:屋 久 島および九州･四 国･本 州 の照 葉樹 林帯上部.

そ の他:ス ダジイーヤ ブコ ウジオ ー ダーの中で は低温適

合型 の群 団.本 群 団の分布上 限で はブナク ラスに,分 布

下限ではスダ ジイ群 団に続 く.ス ダ ジイーヤ ブコウ ジオー

ダーの中で は低温 のた めに単純化 が進ん でい る.潮 風 に

耐性が ないた め照葉樹 林北限地帯 となる東北 地方 の臨海



部 に は成 立 で きない.Suganuma(1965)が 記 載 した

ウラ ジロガシーサカキ亜群団 を宮 脇･鈴 木(1975)が 群

団 に変更 した.

(i)イ ス ノキ ーシキ ミ群集(旧 名 イス ー シキ ミ群集)

Illicio-DistylietumracemosumSuzuki1951

原 記 載:鈴 木(1951)

関 連 文献:Suganuma(1965)

標 徴 種･識 別種:イ スノキ,ハ イノキ,サ ザ ンカな ど

分布:屋 久島 の山地部,九 州 の照葉樹林帯 上部.

そ の他:ウ ラジロガ シ,ア カガ シの優 占す るカ シ型 の照

葉樹林.自 然性の高 い樹林で はフウ ラン,マ メヅ タラン,

ム ギ ラン,セ ッコク,シ ノブ,ボ ウラ ンな どの着生植物

が 多 い.Suganuma(1965)は ウ ラジロ ガ シーイ ス ノ

キ群集 としたが,先 取 性 を尊重 して同群集 名 と した.

(ii)ウ ラ ジ ロガ シーサ カキ群集

Cleyero-QuercetumsalicinaeSuzukietWada1949

原 記 載:鈴 木･和 田(1949)

関 連 文献:鈴 木(1952)

標 徴 種･識 別種:ヒ イ ラギな ど

分布:四 国･本 州(裏 日本側 を除 く)の 照葉 樹林帯上部.

そ の他:和 歌 山県 な どに本群 集 の良好 な植 分 が残 存.

Suganuma(1965)の ウ ラ ジロガ シー ヒイ ラギ群 集 は

本地域 の カ シ型群集 名 と してふ さわ しいが,先 取性 によ

りウ ラジロガ シーサカキ群集 と した.

GiDウ ラ ジ ロガ シー ヒメアオキ群集

Aucubo-QuercetumsalicinaeSasaki1958

原 記 載:佐 々木(1958)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1971,1978,1983)

標 徴 種･識 別種:ヒ メアオキ,チ ャボ ガヤ,ハ イイヌ ガ

ヤ,ム ラサ キマユ ミな ど

分布:島 根県 より新潟 県 の低 山地(裏 日本側 の多雪地).

そ の他:日 本 海要素 を含む多雪 地 のカ シ型 の照 葉樹林.

裏 日本側で はブナ林が低海抜(最 寒月 の月平均気温1℃)

まで下 降 し,カ シ林 と接続.

Gv)ヤ マ グルマ ーユズ リハ群集

Daphniphyllo-TrochodendretumaralioidisOhba1971

原 記 載:大 場(1971)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1978,1983)

標 徴 種･識 別種:ヤ マ グルマ,ユ ズ リハ な ど

分布:伊 豆 諸 島の御 蔵島,八 丈 島.

そ の他:山 頂部 に発 達す る風衝 型の群集.

4ト ベ ラ群団

PittosporiontobiraNakanishietSuzuki1973

原 記 載:中 西･鈴 木(1973)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1983),服 部･中 西(1983)

標 徴 種･識 別種:ト ベ ラ,マ サキ,シ ャ リンバ イな ど

分布:海 岸 の断崖 や風衝地.

そ の他:本 群団 は海 岸の風衝低木林 として まとめ られ る.

(Dハ マ ビワーアカテツ群集

Planchonello-LitseetumjaponicaeMiyawakietal.1974

原 記 載:宮 脇 ほか(1974)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1983)

標 徴 種･識 別種:ア カ テツ,ハ マイ ヌビワ,ハ マ ヒサカ

キ,シ バニ ッケイ,サ クラ ランな ど

分布:沖 縄諸島,奄 美諸 島.

そ の他:本 群集 は トベラ群団,ス ダジイーヤブコウジオー

ダーに所 属 させ たが,オ キナ ワジイーボチ ョウ ジ群 団,

オ キナ ワジイ ーボチ ョウ ジオー ダーへ の所属 も検討課題

で ある.

(n)マ ル バ ニ ッケイ ーホソバ ワダ ン群 集

Crepidiastro-CinnamometumdaphnoidisNakanishiet

Nakagoshi1975

原 記 載:NakanishiandNakagoshi(1975)

関 連 文献:中 西･鈴 木(1973),藤 原(1981a),宮 脇 ほ

か(1983),服 部･中 西(1983)

標 徴 種･識 別種:マ ルバ ニ ッケ イ,ホ ソバ ワダ ン

分布:屋 久 島,種 子 島,口 永良 部島,大 隅半 島,薩 摩半

島,男 女諸 島.

そ の他:中 西･鈴 木(1973)は 本 群集 を仮称 と して報告.

(ni)ウ バ メガ シー トベラ群集

Pittosporo-QuercetumphillyraeoidisSuzukietHachiya1951

原 記 載:鈴 木･蜂 屋(1951)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1971,1978,1983),中 西･鈴 木(1973)

標 徴 種･識 別種:ウ バ メガ シ,マ ルバ グ ミ,ハ マ ヒサカ

キ など

分布:屋 久 島の沿岸 の一 部,四 国･紀 伊半 島･伊 豆半 島

の沿岸域,瀬 戸 内海沿 岸域.

そ の他:内 陸部 に発達 す る ウバ メガ シーコ シダ群 集(今

井,1965;中 西1980)は 二 次林.

(iv)ハ マ ビワーオ ニヤブソテ ツ群集

Cyrtomio-LitseetumjaponicaeMiyamoto1963

原 記 載:宮 本(1963)

関 連 文献:須 股 ほか(1969),宮 脇 ほか(1971,1978,1983),

中 西･鈴 木(1973),鈴 木･鈴 木(1973)服 部･中 西(1983)

標 徴 種･識 別種:ハ マ ビワな ど

分布:北 九州,中 九州(大 分県 日豊海 岸),山 口 県,島

根県 の 日本 海沿岸,四 国西南部(宿 毛市沖 ノ島,大 月町



柏島,伊 方町佐 田岬な ど).

そ の他:瀬 戸 内沿岸部 には分布 して いない.

(v)ト ベ ラーマサ キ群集

Euonymo-PittosporetumtobiraMiyawakietal.1971

原 記 載:宮 脇 ほか(1971)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1978,1983),服 部･中 西(1983)

標 徴 種･識 別種:ト ベ ラ群 団の典型群 集の ため識別種 は

ない.

分 布:中 部地 方 よ り東 北地方 の太平洋 沿岸 およ び中国地

方 よ り東 北地方 の 日本海沿岸.

そ の他:本 群 集 は トベ ラ群 団の中 で もっと も単 純化 の進

んだ群集.

皿 テ リハ コブガ シーオ オバ シロテツオーダー

Boninio-MachiletaliaboninensisOhbaetSuganuma1977

原 記 載:大 場･菅 原(1977)

関 連 文献:宮 脇 ほか(1978,1983)

標 徴 種･識 別種:シ マ ホル トノキ,オ ガサ ワラボチ ョウ

ジ,ヒ メ フ トモモな ど

分布:小 笠原諸 島.

そ の他:本 オ ーダーは固有種 が多 いが,そ れ らの種 は 日

本列 島の照葉樹林構成 種 の対応種(変 種,亜 種 など)で

あるので,本 オー ダーを ヤブ ッバ キク ラス に含 めた.本

オ ー ダー には多 くの群 集が記載 されて い る.
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要 旨

国 内の照葉樹林 にっ いて の群落 生態学 的研究 を以下 の

観点 か ら行 い,そ れ らの成果 を参 考 に照葉樹 林 の群落体

系 をま とめ た.

1照 葉 樹林 を構成 す る種 の全 体像

2照 葉樹林構成種 の分布 中心地(西 表 島,沖 縄本 島,

奄 美 大島,屋 久島,九 州南部)

3地 理 的分布 によ る照葉樹林 構成種 の区分(8地 理

的分 布群 の抽 出)

4各 種 環境条件 に対す る照葉 樹林構成種 の分布

5南 西諸 島にお ける照葉樹林 構成種数 と面積 との関

係

6照 葉 樹林構成種 の最終氷 期最寒冷期 の避難地 と後

氷期 の避難地 か らの分布拡 大

7照 葉 樹林へ の± 地利用 の影 響

国 内の照葉樹林 はヤブ ッバキ クラスに まとめ られ,

同 クラスはオキナ ワ ジイー ボチ ョウジオ ーダー,ス

ダ ジイ ーヤブ コウ ジオー ダー,テ リハ コブガ シーオ

オバ シロテ ツオーダーに区分 された.オ キナ ワジイー

ボチ ョウジオーダー とスダジイーヤブコウジオーダー

に含 まれ る照葉 自然林 の群 団,群 集 は以 下 のとお り

であ る.

ヤ ブッバキ クラス

1オ キ ナワ ジイ ーボチ ョウジオー ダー

1オ キナ ワ ジイ ーボチ ョウジ群団

(i)オ キ ナ ワジイ ーケナガ エサ カキ群集

(U)リ ュ ウキ ュウチクー シマ モクセイ群 集

(m)オ キ ナワ ジイ ー シキ ミ群 集

(iv)ミ ヤ マ シロバ イーアマ ミヒイ ラギモチ群集

(v)オ キ ナワ ジイ ーケハ ダル リミノキ群 集

2リ ュウキュ ウガ キーナガ ミボチ ョウジ群団

IIス ダ ジイーヤ ブコウ ジオー ダー

1ス ダジイ群 団

(i)ス ダ ジイーヤ ク シマア ジサ イ群集

(--)ス ダ ジイー タイ ミンタチバ ナ群集

(m)ス ダ ジイー クロキ群集

(iv)ス ダ ジイー ミミズバ イ群 集

(v)コ ジ イーカナ メモチ群集

(vi)ス ダ ジイー ホソバ カナ ワラ ビ群集

(v五)ス ダ ジイーオオ シマカ ンスゲ群集

(viii)ス ダ ジイーヤ ブコ ウジ群 集

(ix)ス ダ ジイー トキワイカ リソウ群集

2タ ブノキ群 団

(i)タ ブ ノキー ムサ シア ブ ミ群集

(--)タ ブ ノキーイ ノデ群集

3ウ ラジロガ シーサ カキ群 団

(i)イ ス ノキー シキ ミ群集

(--)ウ ラ ジロガ シーサ カキ群 集

(m)ウ ラ ジロガ シー ヒメアオキ群集

(iv)ヤ マ グルマーユ ズ リハ群 集

4ト ベ ラ群団

(i)ハ マ ビワーア カテ ツ群集

(--)マ ル バ ニ ッケ イーホ ソバ ワダ ン群集

(ii)ウ バ メガ シー トベ ラ群集

(iv)ハ マ ビワーオ ニヤ ブソテツ群集

(v)ト ベ ラーマサ キ群集
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付 表1川 ヤ ブ ツバ キ ク ラ ス,オ キ ナ ワ ジイ ー ボ チ ョウ ジオ ー ダ ー,オ キ ナ ワ ジイ ー ボチ ョウ ジ群 団 に属 す る5群 集

(A:オ キ ナ ワ ジイ ー ケ ナ ガ エサ カ キ群 集,B:リ ュ ウ キ ュ ウ チ ク ー シ マ モ クセ イ群 集,C:オ キ ナ ワ ジイ ー

シキ ミ群 集,D:オ キ ナ ワ ジ イー ア マ ミテ ンナ ンシ ョ ウ群 集,E:ミ ヤ マ シ ロバ イ ー ア マ ミヒ イ ラ ギ モ チ

群 集)の 総 合 常 在 度 表.番 号1,2,4,5の 調 査 面 積 は100㎡ に統r括 弧 内 は平 均 被 度(%)を 示 し,+

は0.01%未 満.調 査 地 に つ い て は表4参 照..



付 表1(2)



付表 引引

1調 査 地 に の み 出 現 した 標 徴 種,識 別 種 以 外 の 種,1:ア ツバ キノホ"リシダ(口),イ ヌタマシダ(1),オ オサンショウソウ(1),オ キナワムヨウラン(1),カ ンシノブ ホラゴケ

(1),ハ マヒサカキ(1),ヒ ノキバ ヤドIJキ"(1),ヨ ウラクヒバ(1).2:ガ シ:マ ル(1).3:ア ミシダ(1),イ ブダケキノホ"リシダ(1),ウ シ"ルカンダ(1),オ キナワクシ"ヤク(1),オIJ

ヅ ルシダ(1),カ キバ カンコノキ(1),カ ンラン(1),ケ テイカカズ ラ(1),コ ウサ"キシダ(1),コ クテンキ"(1),サ ジ ラン(1),サ ツマイナモIJ(1),シ ャシャンホ"(1),ヌIJト ラノオ

(1),ヘ ゴ(1),ホ ソバ カナワラビ(1),ホ ルトカズ ラ(1),マ テバ シイ(1),ヤ マビワ(D),IJユ ウキュウホラゴ ケ(1).4:ア オガネシダ(皿),ア コウ(1),イ ソヤマアオキ(1),オ オ

イタビ(1),オ オノベヤド'1キ"(1),オ サラン(1),カ ケ"ロウラン(1),カ ゴ ノキ(1),キ バ ナノセッコク(口),ギ ンIJヨウソウ(1),ク ロムヨウラン(1),サ ンカクホングウシダ(1),シ ノブ

(皿),シ ャクジ ョウソウ(1),チ ャポ イナモIJ(1),ナ ガハソイタチシダ(1),ナ ゴラン(口),ハ イホラゴケ(1),バ クチノキ(1),ハ スノバカズ ラ(1),ヒ メアリドオシ(口),ヒ メナベ ワIJ

(1),ヒ モラン(1),ヒ ロバミヤマノコキ"リシダ(1),フ ウラン(1),ホ"ウ ラン(1),マ メヅ タラン(口),ヤ クカナワラビ(1),ヤ クシマアカシュスラン(1),ヤ ッコソウ(1).5:コ ウヤコケシノブ

(IV).

1):5調 査 区 の うち4区 の 値.



付 表2川 ヤ ブ ツバ キ ク ラ ス,ス ダ ジ イ ー ヤ ブ コ ウ ジオ ー ダー ス ダ ジイ 群 団 に属 す る9群 集(F:ス ダ ジ イ ーヤ ク シ マ ア ジ サ イ群

集,G:ス ダ ジ イ ー タ イ ミ ン タチバ ナ群 集,H:ス ダ ジイ ー ク ロキ 群 集,1:ス ダ ジイ ー ミ ミズ バ イ 群 集,J:コ ジ イ ー カ

ナ メ モ チ群 集,K:ス ダ ジイ ーオ オ シ マ カ ンス ゲ群 集,L:ス ダ ジイ ー ホ ソバ カナ ワ ラ ビ群 集,M:ス ダ ジイ ー トキ ワ イ

カ リソ ウ群 集,N:ス ダ ジイ ー ヤ ブ コ ウ ジ群 集)の 総 合 常 在 度 表.番 号6,11の 調 査 面 積 は100㎡ に,番 号7は225㎡ に統
一 .括 弧 内 は平 均 被 度(%)を 示 し,+は0.01%未 満.調 査 地 につ いて は表4参 照.



付 表2(2)



付表2(3)

1調 査 地 にの み 出現 した 標 徴 種 識 別 種 以外 の 種,6:ア オホラコケ(ロ),オ オアマクサシダ(1),オ オィタビ(1),サ ンショウソウ(D),シ マシロヤマシダ(1),シ ャ7ンバイ(D),効 サゴ

キシソオ(ロ),ト7'ハ チジョウシダ(1),ナ ンカクラン(D),ノ シラン(皿),ハ マビワ(1),ヒ ノキシダ(1),ヒ メフタバラン(1),ヘ ゴ(D),ヘ ツカシダ(IV),モ ロコシソウ(1),IJユ ウキュウコケシノブ

(1).7:イ ワヤナキ》ダ(1),カ シノキラン(1),カ タヒバ(氏｢),ガ ンセ"キラン(皿),キ ミズ(1),キ リシマエビネ(1),コ ウヤコケシノブ(1),コ ショウノキ(N),ナ ゴラン(1),ハ イノキ(1),ヒ モ

ラン(1),フ ウラン(皿),ポ ウラン(皿),マ ルハ〒イショウソウ(1),ミ ヤマトヘ ラ(IV).9:イ シカグマ(1),イ ワヘゴ(1),ウ バメガシ(1),カ ナワラビ(1),ク ルマシダ(1),ナ ガバ シ"ユズネノキ

(1),ハ マヒサカキ(1).10:ム ヨウラン(1),H:オ オタニワタIJ(1),オ オバヨウラクラン(1),シ マモクセイ(皿),シ モツケヌIJトラノオ(1),ス シ"ヒトツバ(1),セ ッコク(皿),バ クサンボク(皿),ヒ

ノキ/ベヤドリキ"(1).12:オ1｣'ヅ ルシダ(1),カ ンアオイ(1).13:ミ ヤコアオイ(1).14:オ クマワラビ(1),ヨ ウラクラン(1).



付 表3川 ヤ ブ ツバ キ ク ラ ス,ス ダ ジイ ー ヤ ブ コ ウ ジオ ー ダー,タ ブ ノ キ群 団,ウ ラ ジ ロ ガ シー サ カ キ群 団 に 属 す る5群 集(O:タ

ブ ノキ ーム サ シア ブ ミ群 集,P:タ ブノ キ ー イ ノ デ群 集,Q:イ ス ノ キ ー シキ ミ群 集,R:ウ ラ ジ ロガ シー サ カ キ群 集,S:

ウ ラ ジ ロガ シ ー ヒ メ アオ キ 群集)の 総 合 常 在 度 表.番 号15-19の 調 査 面 積 は100㎡ に統 一 括 弧 内 は平 均 被 度(%)を 示 し,

+は0.01%未 満.調 査 地 につ いて は表4参 照.



付表3(2)

1):10調 査 区のうち6区 の値,2):亜 高 木層を1調 査 区 のみ 区分.

(2012年7月31日 受 付)

(2012年10月18日 受 理)


